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大 槻   修 (教授)

〔著  書〕

『堤中納言物語』(岩波文庫)第 2刷

〔エッセイ〕

「「有明の別」に始まって」(共著)

「「中世王朝物語」という名称」(共著)

岩波書店

『文集「吉田幸一先生敬慕」』

古典文庫

『稲賀敬二遺文集・回想集』

稲賀敬二遺文集・回想集刊行会

於 広島市まちづくり市民交流プラザ

当道会教養講座④

於  リバーサイ ドホテル

当道会教養講座①

於 リバーサイドホテル

当道会教養講座②

於  リバーサイ ドホテル

当道会教養講座③

於 リバーサイドホテル

灘神戸生協文化講座

於 灘神戸生協文化センター

灘神戸生協中コープ講座

於 灘神戸生協中コープセンター

朝日カルチャー講座

於 朝日カルチャー (芦屋)

H月

4月

8月

6月

6月

12月

2月

6月

9月

H月

1月 ～12月

1月 ～12月

1月 ～12月

8月

8月

〔書  評〕

「稲賀敬二著『源氏物語注釈史と享受史の世界』 (『 国語と 至文堂

国文学』第80巻第6号 )」

〔講  演〕

「明石の浦,親子の愛」 神戸市民大学講座

於 兵庫県民会館

「源氏物語あの人この人―明石の浦,親子の愛」     広島市民大学講座

〔講  座〕

「心に亥Jま れた短い逢瀬 (夕 顔)」

「紫の上との出逢い,藤壺との秘事 (若紫)」

「鼻赤き姫君との思いがけぬ契り (末摘花)」

「若宮誕生に恐燿する源氏・藤壺 (紅葉賀)」

「源氏物語を読む」

「源氏物語を読む」

「源氏物語の世界」

〔CD録音〕

「藤壺の中宮 (「 源氏物語を生きた女君たち」① )」     神戸市民大学講座

於 兵庫県民会館

「葵の上と六条御息所 (「源氏物語を生きた女君たち」② )」 神戸市民大学講座

於 兵庫県民会館

「夕顔と玉質 (「 源氏物語を生きた女君たち」③ )」     神戸市民大学講座 8月
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於 兵庫県民会館

「明石の女君 (「源氏物語を生きた女君たち」④)」     神戸市民大学講座             9月
於 兵庫県民会館

「紫の上 (「 源氏物語を生きた女君たち」⑤ )」       神戸市民大学講座             9月
於 兵庫県民会館

〔現地セミナー〕

「源氏物語・須磨の故地をめぐる」           日文 2年 (「 日本古典作品研究 BI」 )対象①  6月
於 須磨一帯

「須磨・明石を巡つて一源氏物語・平家物語の故地」   当道音楽会 第 5回文学散歩        9月
於 須磨・明石一帯

「源氏物語・明石の故地をめぐる」           日文 2年 (「 日本古典作品研究 BⅡ 」)対象②  H月
於 明石一帯

〔現地セミナー (学外行動学習事業)〕

「小野小町ゆかりの寺をめぐって」           古典文学の故地を訪ねて①         4月
於 随心院・補陀落寺

「嵯峨野の文学的風土①」               古典文学の故地を訪ねて②         6月
於 大覚寺・名古曽の滝・二尊院など

「「源氏物語」ゆかりの須磨」              古典文学の故地を訪ねて③         7月
於 関守稲荷・松風村雨堂 0須磨寺など

「「源氏物語」宇治十帖の世界」             古典文学の故地を訪ねて④         10月
於 比叡山根本中堂・横川

「嵯峨野の文学的風土②」               古典文学の故地を訪ねて⑤         H月
於 念仏寺・祗王寺・滝口寺・厭離庵など

大 橋 毅 彦 (教授 )

〔論  文〕

「交わりと峻拒一林京子『ミッシェルの口紅』の世界」  『日本文芸論叢』片山享編 所収       3月
和泉書院

『甲南国文』第 50号

甲南女子大学日本語日本文学会

広東省学生訪問団記念講演

於 兵庫県公館 大会議室

神戸婦人大学

於 神戸市男女共同参画センター

3月「室伏クララのために」

〔講  演〕

「神戸の中の中国と西洋」

「近代文学と神戸」

10月

12月

神 野 富 一 (教授 )

〔論  文〕

「松浦佐用姫とその後裔一交通路の文学―」       『日本文芸論叢』片山享編 所収

和泉書院

〔口頭発表〕

「常陸国風土記の「観音」「仏の浜」―七世紀の補陀落信  水門の会

仰―」                       於 神戸市外国語大学

3月

7月
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菊 池 真 ― (教授)

〔翻  刻〕

「翻刻・絵入都々逸本」

「『はなむけ草』翻刻」

『日本文芸論叢』片山享編 所収

和泉書院

『近代初期文芸』20号

近代初期文芸研究会

3月

12月

西 田 隆 政 (助教授)

〔論  文〕

「平安和文における文の終止―源氏物語を資料として―」 『甲南女子大学研究紀要 文学・文化編』   3月
第 39号

甲南女子大学

「平安和文における「段落」明示の形式一源氏物語を資料  『甲南国文』第 50号            3月
として―」                     甲南女子大学日本語日本文学会

〔書  評〕

「阿久澤忠著『語法・語彙を中心とする平安時代仮名文  『解釈』49巻 506号             6月
論考』」                      解釈学会

〔口頭発表〕

「助動詞「ず」の終止形と連用形―源氏物語を資料とし  第 10回文法史研究会            3月
て一」                       於 京都府立大学

西 田 直 敏 (教授)

〔論  文〕

「夏目漱石と『吾輩は猫である』の表現とレトリック」  『甲南女子大学研究紀要 文学・文化編』   3月
第 39号

甲南女子大学

〔著  書〕

『朝倉日本語講座 8 敬語』(共著)北原保雄監,菊地康  朝倉書店                 3月
人編

担当分「敬語史と現代敬語一付 敬語研究小史―」

細 江   光 (助教授 )

〔論  文〕

「上山草人年譜稿 (三 )―谷崎潤一郎との交友を中心に―」 『甲南女子大学研究紀要 文学・文化編』   3月
第 39号

甲南女子大学

「谷崎全集逸文二篇」                 『甲南国文』第 50号             3月
甲南女子大学日本語日本文学会

「『黒大』に見る多重人格 0催眠・暗示,そ して志賀の   『甲南国文』第 50号             3月
人格の分裂」                    甲南女子大学日本語日本文学会

「名作鑑賞―森鴎外『花子』」              『日本文芸論叢』片山享編 所収       3月
和泉書院

〔注〕

『痴人の愛』                     新潮文庫                 6月
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松 崎 千香子 (講師)

〔講  座〕

「世界の中の日本語一日本語教育の視点から―」     高大連携講座               5月
於 須磨ノ浦女子高等学校

〔パネルデイスカッション〕

「外国人の日本語を日本人はどう評価するのか」     第 14回ハワイ日本語教師会定例研究会    8月
於 ハワイ大学

山 根 賢 吉 (教授)

〔論  文〕

「樋ロー葉と与謝野晶子」

〔講  演〕

「樋ロー葉と与謝野晶子」

『与謝野晶子倶楽部』12号

与謝野晶子倶楽部

与謝野晶子倶楽部

於 堺市民会館大集会室

H月

5月

米 村 みゆき (講師)

〔著  書〕

『編年体 大正の文学』                つちのこ書房               4月
(共著)安田孝,奥山文幸,一柳廣孝,中沢弥編

『ジブリの森へ 高畑勲・宮崎駿を読む』        森話社                  12月
(共著)米村みゆき編

『宮沢賢治を創った男たち』              青弓社                  12月
〔論  文〕

「メデイアとしての く自由画〉一「自由画検定委員」」    『國文学解釈と鑑賞』68巻 9号        9月
学燈社

「「追懐」と「雨が降るぞえ」―抹消された “恋愛の仮構"」  『國文学解釈と教材の研究』48巻 13号    10月
至文堂

〔エッセイ〕

「「葡萄水」「林の底」」                 『宮沢賢治の全童話を読む』         2月
至文堂

「岩田ななつ著『文学としての「青轄」』」        『日本近代文学』             10月
日本近代文学会

〔講  演〕

「物語の中の子どもたち」 (共 同)            「子ども学」講演会             7月
於 甲南女子大学

「宮沢賢治とクラシック音楽」             朝日カルチャーセンター公開特別講座    7月
於 名古屋市朝日ホール

「銀河をめぐる旅一宮沢賢治の童話から」        神戸らんぷミュージアムセミナー       8月
於 神戸らんぷミュージアム
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青 木 次 生 (教授)

〔講  演〕

「ヘンリー・ジェイムズの『デイジ・ミラー』再読」   京大英文学会               H月
於 京大会館

岸 野 英 治 (教授)

〔著  書〕

『コミュニケーションのための英文法・英作文』 英宝社

CANNING,Charlie(助 教授 )

〔エッセイ〕

“Thorstein Veblen's`The Opportunity of Japan'and English 『甲南女子大学英文学研究』第39号      3月
Language Education"                 甲南女子大学英文学会

〔口頭発表〕

“Using Nisei Literature as an EFL Rcading Material"       Hokkaido JALT Conference              H月

於 藤女子大学 (札幌市 )

島   式 子 (教授)

〔著  書〕

『手すり分児童文学ガイド CHILDREN'S LITERATURE』   荒地出版社                3月
(共著)定松正編

『Philippa Pcarce フイリパ・ピアス』          KTC中 央出版               12月
(『 現代英米児童文学評伝叢書 10』 )

(共著)谷本・原・三宅編

〔言平論 0エ ッセイ〕

「フイリパ・ピアスに会いにでかける」         『国語教育相談室―特集読書の広がリー』   7月
光村図書

〔講  演〕

「リメモリー ビアスとハミルトンの作品から」     熊取文庫連絡協議会            H月
於 熊取図書館

「児童文学と記憶」                  東海児童文化協会             H月
於 中京大学センタービル

添 田   透 (教授)

〔論  文〕

“Shakespcare's νια∫
“

rι ヵrν
“

S“ rι "          『甲南女子大学英文学研究』第 39号      3月
甲南女子大学英文学会

〔講  演〕

「多様化する学生への教育対応を考える―新しい実験空間 平成 15年度大学教務部課長相当者研修会   10月
としてのコモンルームの取り組み」          (主 催 :私学研修福社会,協力 :日 本私立大学協会)

於 大津プリンスホテル

1月
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高 山 吉 張 (教授 )

〔翻  訳〕

ユージーン 0オ ニール「一幕劇 カーディフさして東へ」 『甲南女子大学英文学研究』第 39号      3月
(須賀・栢木と共訳)                 甲南女子大学英文学会

直 野 裕 子 (教授 )

〔論  文〕

「『メアリ・バートン』に見られる母性の強調       『甲南女子大学英文学研究』第 39号      3月
―そしてアリス・ウイルスンのこと」         甲南女子大学英文学会

POWELL,Christopher(教 授 )

〔論  文〕

“The English Language in Shakespearc's Time and Our Own"『 甲南女子大学英文学研究』第 39号      3月
甲南女子大学英文学会

林   礼 子 (教授 )

〔著  書〕

『現代言語学の潮流』 (共著)山梨正明,有馬道子編著   勁草書房

〔書  評〕

Tomoko Sakita(崎 田智子)著 “R″θrrj4g Dおθθ′だθ′   『英語青年』10月 号

■門ιαんどεθgttJ′ jθが'(Elsevier Science,2002.pp.290)    研究本土

〔ワークショップ報告〕

「デイスコースが構築するジェンダーとセクシュアリテイ」 KLS 23:Proceedings of the twenty― seventh

annual lneetings

関西言語学会

研究社

神戸絆大学女性学講座

於 神戸市立婦人会館

富田林市教育委員会女性学講座

於 富田林市立金剛公民館

富田林市教育委員会女性学講座

於 富田林市立金剛公民館

富田林市教育委員会女性学講座

於 富田林市立金剛公民館

〔辞  典〕

『応用言語学事典』(共著)ガ 池ヽ生夫編集主幹

〔講  演〕

「女性とメディア」

「メデイアが作るジェンダーアイデンテイテイ」

「言葉のパワーとジェンダーの再生産」

「外来語によるジェンダーの構築」

3月

10月

4月

1月

10月

10月

10月

藤 本 隆 康 (教授 )

〔翻  訳〕

Jo L.レ イナー,G.T.ク ルック編

『ニューゲイト0カ レンダー大全 (第一巻)』

大阪教育図書 7月
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川合 Georgette(教授)

〔論  文〕

“Lc iangais des m6diが '                『第 16回独協大学フランス語教授法研究会   3月
一報告一』

独協大学外国語教育研究所

“Jouer=Faire du th6atre"                          Rθんεθん′rθS f7                          7月

関西フランス語教育研究会

〔口頭発表〕

“Jouer=Faire du th6attc"                関西フランス語教育研究会 2003      3月
於 大阪日仏センター=ア リアンス・フランセーズ

“0可 eCtif:jouer vrai dё s la l ёre ann6e"          第 17回独協大学フランス語教授法研究会   11月
於 アテネ・フランセ

〔講座講師〕

“Comment traiter ies documents宙d6o pour les utiliser    2003年 度フランス語教育セミナー      12月
en cours?"                     於 東京日仏学院

酒 詰 治 男 (教授)

〔論  文〕

「ジョルジュ・ペレックの掌編『家出の道筋』に辿る   『甲南女子大学ヨーロッパ文学研究』第 26号  3月
思い出の交差点」                  甲南女子大学フランス語フランス文学会

森 本 英 夫 (教授)

〔論  文〕

「Lθ νθsんαgjι rグι Parjsの献立を読む (2)一 中世フランス  『甲南女子大学ヨーロッパ文学研究』第 26号  3月
の食―」                      甲南女子大学フランス語フランス文学会

「ピエール・ロティの 2冊の挿絵入り本をめぐって」   『日本大学法学部桜文論叢』第 58号      12月
日本大学法学部

〔講  座〕

「食と文化―「中世フランスの人々は何を食べたか」」   大学連携ひようご講座           10月
於 兵庫県立神戸学習プラザ

李   殷 蛾 (講師)

〔論  文〕

「日本語と韓国語の反復形オノマ トペの発達と漢語」   『多文化社会研究』No。 1

甲南女子大学多文化共生学科

「日本語と韓国語の反復形オノマ トペ」         『日本語論究 7 語彙と文法と』

田島・丹羽編 所収

和泉書院

3月

3月
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〔講  座〕

「異文化理解の三つの形」               高大連携講座「啓明女学院サタデイ・    6月
カレッジ」

於 啓明女学院高等学校

黒 田 悦 子 (教授 )

〔論  文〕

美千島林堵夫斯基対墨西腎市ナカ的研究          『世界民族 SHIJIE MINZU』 No.1

中央社会学院 (中 国・北京)

〔報 告 書〕

「多文化的アメリカヘの参与一アメリカ合衆国の     『多文化社会研究』No。 1

ミュージアムとストリート・アート (街路のアート)  甲南女子大学多文化共生学科

にみるメキシヨ系アメリカ人の活動―」

2月

3月

坪 内 良 博 (教授 )

〔エッセイ〕

「19世紀末のバンコクを求めて」

〔口頭発表〕

「武士の人口誌」

3月

12月

野 崎 志 帆 (講自市)

〔論  文〕

「人権教育におけるセルフ・エステイームと内的葛藤の考察 大阪大学大学院人間科学研究科へ提出,

～『開放性』試論」 (博士学位論文)          3月 学位取得

「『自己の確立』再考                  『多文化社会研究』No。 1           3月
―国際理解教育で不可視化される非対称性―」     甲南女子大学多文化共生学科

〔口頭発表〕

「セルフ・エステイームと社会のインターフェイス    日本国際理解教育学会第 13回大会      9月
一人権教育における内的葛藤の役割―」        於 桜美林大学

〔講  演〕

「日本に暮らす外国人の子どもの教育問題とその背景」  日本語学習支援者のための初級講座     2月
於 神戸定住外国人支援センター

「第二回 異文化コミュニケーション・トレーニング   国際ボランティア入門セミナー       10月
～人の数だけ文化がある～」            ～はじめての日本語ボランティア

於 大阪市立男女共同参画センター西部館

(ク レオ大阪西)

〔共同研究〕

「異文化理解教育カリキュラム研究開発プロジェクト」  於 東京学芸大学国際教育センター, 6,7,9,H月

国立教育政策研究所および甲南女子大学

『多文化社会研究』No。 1

甲南女子大学多文化共生学科

日本人口学会関西部会

於 神戸大学
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HATANO,Lilian Terumi(詳 鞘雨)

〔報 告 書〕

「なぜ母語が必要なのか。日本が問われているのは何か」 『グローブ』35-秋            lo月
世界人権問題研究センター

「在日外国人の視点から見える日本社会」        『しんけん』271号             H月
滋賀県人権センター

〔アカデミックエッセイ〕

「『在日外国人統計』 (平成 14年 )か らみる日本社会の多  『多文化社会研究』No.1           3月
民族状況」                     甲南女子大学多文化共生学科

「地方自治体の取り組み :市が県内の市町村を例に」   大阪大学 21世紀 COEプログラム      12月
「インターフェイスの人文学」「言語の接触

と混交一日系ブラジル人の言語の諸相一」

第二部,第 3章 地域社会および NGO/NPO

の取り組み,1節

〔口頭発表 0講演〕

“QuandO`japoniza9ao'cOmcca pelo registro do nome:      FIEALC 2003-XI Congreso de la Federaci6n    9月

quest6es de identidade das crian9as brasileiras"              Internacional de Estudios sobre AInerica

latina y el Caribe

於 大阪大学

「夢を追ってブラジルヘ渡 り,その子孫が自己実現を   第 8回兵庫県外国人教育研究集会      2月
求めて来日,その現実は…」             於 神戸市立こうべ小学校

「外国人学校における「在 日」 と「新渡日」の協働を   関西発 !多民族・多文化共生教育と民族教育権 4月

めざして」                   を考える

於 大阪市立御幸森小学校

「子どもの教育～日本語教育と母語・母文化」      移住労働者と連帯する第 4回全国      5月
ワークショップ分科会 5:

子 どもの教育～日本語教育と母語・母文化

於 神戸学生・青年センター

「公立学校における「日系人」の個人名登録について」  世界人権問題研究センター (研究第 3部)  5月
定住外国人の人権問題の研究

於 世界人権問題研究センター

「ともに生きる社会の中で」              神戸市 全市校園長 人権教育研修会    6月
於 神戸市総合教育センター

「新渡日の子 どもの進路保障から多文化共生への道」   「帰国した子どもの教育センター校」への   6月

進級・修了生の在籍校等連絡会

於 大阪市立阿倍野中学校

「日本社会に生きる外国人の子どもたち」        於 たかとリコミュニテイセンター     7月
「人権教育と在日外国人」               2003多 民族共生人権研究集会,        7月

滋賀県人権教育研究会

於 アクテイ近江八幡

「在日外国人の子どもの現状 と課題」          夏期セミナー 2003多 文化共生をめざして   7月

於 大阪市立浪速人権文化センター

「日本社会の多文化の状況について」          水口町人権教育講座            9月

於 滋賀県水口町社会福祉センター
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「新渡日児童生徒の教育現状について」         大阪市立高等学校人権教育研究会 (市高人研)10月

大阪市立中央高等学校

「「多文化共生をめざして」―在住外国人の人権を考える―」 石部町人権・同和問題連続セミナー     10月

於 石部町文化総合センター

「ブラジルからの定住 10年 ―私が見た日本」       人権推進講座               H月
於 尼崎市立園田公民館

「日本社会に生きるブラジル人の子どもたち」      多様な文化背景を持つ子どもたちの環境を  H月

考える,ワ ール ドキッズコミュニテイ

於 兵庫県立神戸学習プラザ

引 野 剛 司 (教授 )

〔論  文〕

「アメリカ社会とことば-2001年 9月 11日 以降の時代―」 『多文化社会研究』No.1           3月
甲南女子大学多文化共生学科

〔講  座〕

「国際関係とマスメデイア」              高大連携講座               H月
於 伊丹北高校

〔英文ニュース解説〕

アルク・ヒヤリングマラソン ニュース部門       『アルク・ヒヤリングマラソン』1月 ～12月 まで毎月

アルク社

森 田 勝 昭 (教授 )

〔論  文〕

“Vocational Right and the social significance               ■呻 αん
`sι

 Nhα′Jんgr ノな RθθなαんグLJソ Jれg rrαグJ′Jθκ 3月

of the whding lndustry"                日本鯨類研 究所

「捕鯨文化の 《伝統》再考」              『第一回日本伝統捕鯨地域サミットプロシー  5月
ディングズ』

日本鯨類研究所

〔言平論・エッセイ〕

「ウルサンの「捕鯨文化」を捜して」          『多文化社会研究』No。 1           3月
甲南女子大学多文化共生学科

「日韓の捕鯨交流史」 (共著)              『クジラとその科学』            6月
ごま書房

「アメリカ捕鯨と太平洋世界」             神奈川新聞                8月
〔講  演〕

「韓半島と日本列島の捕鯨 (近現代)」          第 2回 日本伝統捕鯨地域サミット       5月
於 長崎県生月町開発総合センター

「アメリカ捕鯨産業と太平洋世界J            横浜開港 150周年プレ・イベントシンポジウム 7月

「何が日本を開国させたか」

於 パシフイコ横浜

「教育現場からの報告一多文化共生学科の試み」     兵庫県「県民の参画と協働の推進に関する条例」 7月

制定記念・産経新聞倉1刊 70周年記念「地域創造

とネットワーク会議―参画と協働による地域づくり」

分科会「地域創造の役割と課題 :交流と共生」

於 兵庫県立淡路夢舞台国際会議場
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〔講  座〕

「人は何を食べてきたのか一世界のクジラ食―」     大学連携ひようご講座           lo月
於 兵庫県立神戸学習プラザ

「人は何を食べてきたのか―イルカ食をめぐる問題一」  大学連携ひようご講座           lo月
於 兵庫県立神戸学習プラザ

森 田 浩 ― (助教授)

〔エッセイ〕

「花`鳥風月」

〔講  座〕

「今に生きる古典」

『多文化社会研究』No.1

甲南女子大学多文化共生学科

高大連携講座

於 須磨ノ浦女子高等学校

3月

倉賀野 妙 子 (教授)

〔論  文〕

「食品物性が口腔機能に与える影響について       『小児歯科学雑誌』41巻 2号         4月
一舌圧測定装置を用いた基礎的研究―」 (共著)    日本小児歯科学会

〔事  典〕

『おいしさの科学事典』 (共著)山野善正総編集      朝倉書店                 6月
〔口頭発表〕

「食品物性が口腔機能に与える影響について」 (共 同)   第 41回 日本小児歯科学会          5月
於 新潟市コンベンションセンター (朱鷺メッセ)

「環境負荷低減化に関する女子学生の意識と食行動」 (共同)日 本調理科学会平成 15年度大会       9月
於 関東学院大学 (横浜市)

「機能性糖質甘味料の嗜好機能特性」 (共同)       第50回 日本栄養改善学会          9月
於 川崎医療福祉大学 (倉敷市)

〔講  座〕

「美味しさから健康へ (1)ひ とはなぜ日から食べるのか」 大学連携ひようご講座            9月
於 兵庫県立神戸学習プラザ

「美味しさから健康へ (2)甘味の魅力と役割」      大学連携ひょうご講座            9月
於 兵庫県立神戸学習プラザ

〔報 告 書〕

「レオ・オプティクスによる変形下・加熱過程での    文部科学省平成 14年度科学研究費補助金研究 4月

食品素材の構造力学的研究」             実績報告書

佐 藤 毅 彦 (教授)

〔論  文〕

「日本の女性ミステリ作家と図書館・続         『甲南女子大学研究紀要 文学・文化編』   3月
一小池真理子・雨宮町子のケースについて       甲南女子大学

図書館はどうみられてきたか・4-」



「ベストセラーは滅びやすいか ?」 (共著)        『図書館界』vol.55 no。 2           7月
日本図書館研究会

〔口頭発表〕

「メディアに見る図書館」               私立短期大学図書館協議会近畿地区協議会   9月
平成 15年度第 2回研修会

於 平安女学院大学高槻キャンパス

「図書館巡礼 '03」                   第55回 近畿地区図書館学科協議会     12月
於 梅花女子大学
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山 田   泉 (教授 )

〔事  典〕

『洗剤・洗浄百科事典』 (共著)皆川・藤井・大矢編    朝倉書店                 lo月


